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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年３月21日～2025年６月20日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 13,582 13.5 1,330 68.6 1,430 60.5 914 50.3

2025年３月期第１四半期 11,962 12.7 789 60.1 891 48.4 608 56.6
(注) 包括利益 2026年３月期第１四半期 850百万円(△15.7％) 2025年３月期第１四半期 1,008百万円( 0.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 36.86 －

2025年３月期第１四半期 24.34 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第１四半期 57,233 40,969 71.4 1,647.92

2025年３月期 58,847 41,236 69.9 1,659.06
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 40,875百万円 2025年３月期 41,151百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 45.00 45.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 0.00 － 47.00 47.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年３月21日～2026年３月20日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 26,700 9.0 2,150 25.2 2,350 17.8 1,700 25.8 70.77

通期 53,000 △0.3 4,200 △12.4 4,600 △12.9 3,800 △3.4 163.76
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 26,927,652株 2025年３月期 26,927,652株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 2,123,282株 2025年３月期 2,123,282株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 24,804,370株 2025年３月期１Ｑ 24,988,244株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・当社は、2025年７月１日に社員持株会に対する譲渡制限付株式として自己株式の払込手続が、また、同年同月15
日に当社の取締役に対する譲渡制限付株式報酬としての自己株式の払込手続きがそれぞれ完了しています。加え
て、同年同月23日に、資本効率の向上に資する株主還元策として、自己株式の取得を実施しています。これによ
り、期中平均株式数が変動する見込です。2026年３月期の連結業績予想における「１株当たり当期純利益」につい
ては、当該自己株式数の取得および処分の影響を考慮して記載しています。
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
に関する事項については、決算短信(添付資料)の２ページをご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や旺盛なインバウンド需要を背景に、

緩やかな回復基調を維持しました。一方で、米国の関税政策は日本の輸出産業に逆風となっており、また中東お

よびウクライナ情勢の混迷も続いているため、国内外の景気の先行きについては不透明な状況が続いています。

建設業界においては、公共投資は関連予算の執行により底堅く推移しており、民間設備投資も持ち直しの動き

が続いています。しかしながら、工期の延長傾向、担い手不足や働き方改革への対応等、当社グループを取り巻

く経営環境の先行きは依然として楽観できない状況にあります。

このような状況のもと、当社グループは「中期経営計画（2023年～2025年度）」に基づき、「コア事業の強

化・拡大」「グリーンイノベーションの推進」「経営基盤の強化・地域貢献」の３つの成長戦略を推進していま

す。特に、自社工場での配管加工を通じて、現場施工から工場製造へのトランスフォーメーションを加速させ、

生産性向上と品質の安定化を図っています。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、受注高が前年同四半期比16.4％減の155億３千２百万円、売上

高が前年同四半期比13.5％増の135億８千２百万円、営業利益が前年同四半期比68.6％増の13億３千万円、経常利

益が前年同四半期比60.5％増の14億３千万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が前年同四半期比50.3％増の

９億１千４百万円となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりです。なお、セグメント間取引消去前の金額を使用しています。

（建設工事業）

当社グループの主要事業であり、売上高は前年同四半期比13.4％増の134億３千１百万円、セグメント利益（営

業利益）は前年同四半期比68.7％増の13億２百万円となりました。

（商業施設運営業）

当社グループが運営する「道の駅まえばし赤城」に基づくものです。売上高は前年同四半期比21.6％増の１億

５千３百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同四半期比41.5％増の２千７百万円となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末比16億１千３百万円（2.7％）減の572億３千３

百万円となりました。資産の部については、主として受取手形、完成工事未収入金等及び契約資産が減少したこと

によります。

負債の部については、前連結会計年度末比13億４千７百万円（7.7％）減の162億６千３百万円となりました。こ

れは、主として工事未払金が減少したことによります。

純資産の部については、前連結会計年度末比２億６千６百万円（0.6％）減の409億６千９百万円となりました。

これは、主として当期純利益を計上した一方、剰余金の配当により利益剰余金が減少したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向および今後の見通し等を勘案し、2025年７月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」に

より上期の業績を上方修正いたしました。通期の連結業績見通しについては、2025年５月７日付決算短信において

公表した予想を変更していません。詳細につきましては、2025年７月31日公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。

当社は、2025年７月１日に社員持株会に対する譲渡制限付株式として自己株式の払込手続が、また、同年同月15

日に当社の取締役に対する譲渡制限付株式報酬としての自己株式の払込手続きがそれぞれ完了しています。加えて、

同年同月23日に、資本効率の向上に資する株主還元策として、自己株式の取得を実施しています。これにより、期

中平均株式数が変動する見込です。2026年３月期の連結業績予想における「１株当たり当期純利益」については、

当該自己株式数の取得および処分の影響を考慮して記載しています。

なお、業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報や予測等に基づき作成したものであり、

実際の業績は様々な要因によって予想値と大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月20日)

資産の部

流動資産

現金預金 11,494,518 14,658,813

受取手形、完成工事未収入金等及び契約資産 17,874,510 12,777,488

電子記録債権 1,023,847 1,674,001

有価証券 822,654 939,744

未成工事支出金等 2,226,468 1,791,882

その他 1,310,890 1,337,641

貸倒引当金 △13,610 △12,510

流動資産合計 34,739,278 33,167,061

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,993,241 2,951,081

その他（純額） 5,066,732 5,158,295

有形固定資産合計 8,059,974 8,109,377

無形固定資産

顧客関連資産 140,571 131,785

のれん 190,786 157,282

その他 1,245,929 1,270,950

無形固定資産合計 1,577,287 1,560,019

投資その他の資産

投資有価証券 12,255,933 12,158,303

退職給付に係る資産 1,644,712 1,676,362

その他 570,305 562,726

投資その他の資産合計 14,470,951 14,397,392

固定資産合計 24,108,213 24,066,789

資産合計 58,847,492 57,233,851

負債の部

流動負債

工事未払金 7,335,280 4,151,551

買掛金 109,885 119,229

短期借入金 680,000 660,000

1年内返済予定の長期借入金 42,247 40,350

未払法人税等 1,405,206 585,540

契約負債 2,156,391 3,225,003

賞与引当金 1,213,932 361,530

株主優待引当金 34,940 34,940

工事損失引当金 18,374 21,430

完成工事補償引当金 69,278 66,800

その他 1,885,641 4,448,762

流動負債合計 14,951,177 13,715,139

固定負債

長期借入金 499,277 494,517

役員退職慰労引当金 131,311 -

その他 2,029,601 2,054,227

固定負債合計 2,660,191 2,548,745

負債合計 17,611,369 16,263,885
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 4,730,625 4,730,625

利益剰余金 27,781,730 27,579,710

自己株式 △1,389,350 △1,389,350

株主資本合計 36,123,005 35,920,984

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,588,733 4,534,124

退職給付に係る調整累計額 440,169 420,442

その他の包括利益累計額合計 5,028,902 4,954,566

非支配株主持分 84,215 94,414

純資産合計 41,236,123 40,969,965

負債純資産合計 58,847,492 57,233,851
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年３月21日
至 2024年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月21日
至 2025年６月20日)

売上高 11,962,743 13,582,031

売上原価 10,416,743 11,506,811

売上総利益 1,546,000 2,075,220

販売費及び一般管理費 756,796 744,906

営業利益 789,203 1,330,313

営業外収益

受取利息 15,260 16,033

受取配当金 51,541 46,433

持分法による投資利益 1,383 -

投資有価証券償還益 1,010 1,054

受取賃貸料 9,431 9,618

その他 44,840 46,685

営業外収益合計 123,467 119,824

営業外費用

支払利息 6,291 11,787

賃貸費用 5,996 5,493

その他 9,091 2,297

営業外費用合計 21,379 19,578

経常利益 891,291 1,430,559

特別利益

固定資産売却益 11,623 -

投資有価証券売却益 11,371 12

特別利益合計 22,994 12

特別損失

減損損失 - 4,500

固定資産売却損 - 19,832

固定資産処分損 0 0

特別損失合計 0 24,332

税金等調整前四半期純利益 914,285 1,406,239

法人税、住民税及び事業税 426,602 561,281

法人税等調整額 △118,000 △79,417

法人税等合計 308,602 481,864

四半期純利益 605,683 924,374

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2,417 10,198

親会社株主に帰属する四半期純利益 608,100 914,176
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年３月21日
至 2024年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月21日
至 2025年６月20日)

四半期純利益 605,683 924,374

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 418,543 △54,608

退職給付に係る調整額 △15,864 △19,727

その他の包括利益合計 402,678 △74,335

四半期包括利益 1,008,362 850,039

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,010,779 839,840

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,417 10,198
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間(自 2024年３月21日 至 2024年６月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月18日
定時株主総会

普通株式 680,938 27 2024年３月20日 2024年６月19日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2024年３月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式415,400株の取得を行っています。この結果、単

元未満株式の買取りによる取得を含め、当第１四半期連結累計期間において、自己株式が449,926千円増加し、当第

１四半期連結会計期間末において自己株式が1,389,204千円となっています。

当第１四半期連結累計期間(自 2025年３月21日 至 2025年６月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月17日
定時株主総会

普通株式 1,116,196 45 2025年３月20日 2025年６月18日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しています。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

います。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しています。

なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表及び連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2024年３月21日 至 2024年６月20日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）建設工事業 商業施設運営業

売上高

外部顧客への売上高 11,836,672 126,071 11,962,743 － 11,962,743

セグメント間の内部売
上高又は振替高

3,779 － 3,779 △3,779 －

計 11,840,451 126,071 11,966,523 △3,779 11,962,743

セグメント利益 772,352 19,666 792,019 △2,815 789,203

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

当第１四半期連結累計期間(自 2025年３月21日 至 2025年６月20日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）建設工事業 商業施設運営業

売上高

外部顧客への売上高 13,428,727 153,303 13,582,031 － 13,582,031

セグメント間の内部売
上高又は振替高

2,711 － 2,711 △2,711 －

計 13,431,439 153,303 13,584,743 △2,711 13,582,031

セグメント利益 1,302,817 27,822 1,330,640 △326 1,330,313

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれん及び顧客関連資産を除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれんの償

却額及び顧客関連資産償却費は、次のとおりです。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年３月21日
至 2024年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月21日
至 2025年６月20日)

減価償却費 119,178千円 133,303千円

のれんの償却額 51,868千円 33,503千円

顧客関連資産償却費 8,785千円 8,785千円
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自 2024年３月21日 至 2024年６月20日）

（単位：千円）

項目

建設工事業
商業施設

運営業
合計

建築・土木 空調・衛生 電気・通信
水処理

プラント
冷凍・冷蔵

一定期間にわたり移転される財又はサービス

建設 609,704 7,413,137 1,453,407 1,236,513 713,786 － 11,426,548

設備等の

メンテナ

ンス

－ 382,326 － － － － 382,326

不動産管

理
－ － － － － 105,828 105,828

一時点で提供される財

物品等の

販売
5,578 － － 11,144 － 20,243 36,966

顧客との契約

から生じる収

益

615,283 7,795,464 1,453,407 1,247,657 713,786 126,071 11,951,670

リース収益 － 11,073 － － － － 11,073

外部顧客への

売上高
615,283 7,806,537 1,453,407 1,247,657 713,786 126,071 11,962,743

（注）リース収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年３月30日）に基づくものです。

当第１四半期連結累計期間（自 2025年３月21日 至 2025年６月20日）

（単位：千円）

項目

建設工事業
商業施設

運営業
合計

建築・土木 空調・衛生 電気・通信
水処理

プラント
冷凍・冷蔵

一定期間にわたり移転される財又はサービス

建設 776,131 8,933,996 1,653,881 1,075,246 563,938 － 13,003,194

設備等の

メンテナ

ンス

－ 407,223 － － － － 407,223

不動産管

理
－ － － － － 99,611 99,611

一時点で提供される財

物品等の

販売
7,456 － － 10,852 － 53,691 72,001

顧客との契約

から生じる収

益

783,588 9,341,220 1,653,881 1,086,099 563,938 153,303 13,582,031

外部顧客への

売上高
783,588 9,341,220 1,653,881 1,086,099 563,938 153,303 13,582,031
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３．補足情報

（１）連結受注実績内訳

（単位：千円）

種類別
2025年３月期 2026年３月期

比 較 増 減 増減率
第１四半期 第１四半期

建設
工事業

建 築 ・ 土 木 1,143,030 (6.2%) 806,433 (5.2%) △336,597 △29.4 %

空 調 ・ 衛 生 13,149,720 (70.8) 9,759,638 (62.8) △3,390,081 △25.8

電 気 ・ 通 信 2,353,768 (12.7) 2,687,428 (17.3) 333,659 14.2

水 処 理 プ ラ ン ト 942,581 (5.1) 1,155,958 (7.4) 213,377 22.6

冷 凍 ・ 冷 蔵 844,952 (4.5) 958,205 (6.2) 113,253 13.4

リ ー ス （空調・衛生） 11,073 (0.1) 11,338 (0.1) 264 2.4

計 18,445,126 (99.3) 15,379,002 (99.0) △3,066,123 △16.6

商 業 施 設 運 営 業 126,071 (0.7) 153,303 (1.0) 27,232 21.6

合 計 18,571,197 (100.0) 15,532,306 (100.0) △3,038,891 △16.4

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率

（２）個別受注実績内訳

（単位：千円）

区 分
2025年３月期 2026年３月期

比 較 増 減 増減率
第１四半期 第１四半期

建 築 ・ 土 木 1,097,540 (6.6%) 516,211 (4.0%) △581,328 △ 53.0 %

空 調 ・ 衛 生 12,818,173 (76.9) 9,336,040 (72.3) △3,482,133 △27.2

電 気 ・ 通 信 971,521 (5.8) 944,093 (7.3) △27,427 △2.8

水 処 理 プ ラ ン ト 932,311 (5.6) 1,145,105 (8.9) 212,793 22.8

冷 凍 ・ 冷 蔵 844,952 (5.1) 958,205 (7.4) 113,253 13.4

リ ー ス （空調・衛生） 11,073 (0.1) 11,338 (0.1) 264 2.4

合 計 16,675,572 (100.0) 12,910,994 (100.0) △3,764,577 △22.6

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率


